
   

  

前回の式
しき

年
ねん

遷
せん

宮
ぐう

では木曽
き そ

のヒノキを 100 ％使

用していましたが、平成 25年の遷宮の御
ご

用
よう

材
ざい

は、

その約 25 ％が神
じん

宮
ぐう

の宮
きゅう

域
いき

林
りん

からのものを使用

します。神宮では、将
しょう

来
らい

の式年遷宮のため、計画

的に宮域林の造
ぞう

林
りん

事業を進めており、今回その宮

域材がはじめて使用されます。 

また、前回の式年遷宮では、平成５年の北
ほっ

海
かい

道
どう

南

西沖地
じ

震
しん

で被
ひ

害
がい

を受けた奥
おく

尻
しり

島
とう

の言
こと

代
しろ

主
ぬし

神社に、

別
べつ

宮
ぐう

・月
つき

讀
よみの

宮
みや

の古
こ

材
ざい

一式が移
い

築
ちく

されたほか、全国

169 の神社に古材が譲
ゆず

り渡
わた

されました。平成７年

の阪神大震
しん

災
さい

で被害を受けた生
いく

田
た

神社もそのひと

つ。地震や自然災害などで被害を受けた全国の神

社で、神宮の資
し

源
げん

が活用されています。 

 

 

 

 

 

 

 

内
ない

宮
くう

・外
げ

宮
くう

の御
ご

正
しょう

殿
でん

 

御
お

木
き

曳
ひき

行事で運ばれたヒノ

キは、神宮・御正殿などの

社殿
しゃでん

に使われます。 

（三重県観光キャンペーン関係資
し

料
りょう

より） 
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 もっとくわしく知ろう   伊

い

勢
せ

神
じん

宮
ぐう

鎮
ちん

座
ざ

の歴史          
 

 「日
に

本
ほん

書
しょ

紀
き

」によると、約 2000年前、第 11代垂
すい

仁
にん

天
てん

皇
のう

の第四皇
こう

女
じょ

である倭
やまと

姫
ひめの

命
みこと

は、永
えい

遠
えん

の鎮座

地を求める旅の末、伊
い

勢
せの

国
くに

の五
い

十
す

鈴
ず

川のほとりに

たどり着かれたと言われています。その際
さい

、天
あま

照
てらす

大
おお

御
み

神
かみ

から「伊勢は新
しん

鮮
せん

な海の幸・山の幸に恵
めぐ

ま

れた美しい理想の国です。 私
わたくし

はここに居
い

たいと

思います。」とのご神
しん

託
たく

を受け、現
げん

在
ざい

の皇
こう

大
たい

神宮〔内
ない

宮
くう

〕がある地に祀
まつ

られることになりました。 

 その約 500 年後、天照大御神が雄
ゆう

略
りゃく

天皇の夢
ゆめ

枕
まくら

で、「食材に恵
めぐ

まれた地には、私のそばで、食

のお世話をする神様の豊
とよ

受
うけの

大
おお

御
み

神
かみ

を丹
たん

波
ば

の国（現 

在の京
きょう

都
と

府中部、兵
ひょう

庫
ご

県北東部、大
おお

阪
さか

府北部）

から迎
むか

えてほしい。」とのお告
つ

げをされ、豊受大御

神が食を 司
つかさど

る神として呼
よ

ばれたと言われていま

す。以来、豊受大神宮〔外
げ

宮
くう

〕では、朝夕二度、

天照大御神にお供
そな

えするお食事をお供えする「日
ひ

別
ごと

朝
あさ

夕
ゆう

大
おお

御
み

饌
け

祭
さい

」という祭りが続けられています。 

    

式
しき

年
ねん

遷
せん

宮
ぐう

はなぜ 20年に 1度なの？ 

遷宮がなぜ 20 年に 1 度行われるのかについ

ては、定説はありません。地面に直接御
み

柱
はしら

を立て

ることや屋根が萱
かや

葺
ぶき

であることによる耐
たい

用
よう

年数

等、色々な説があります。御
ご

造
ぞう

営
えい

と平行して、御
おん

装
しょう

束
ぞく

や神
しん

宝
ぽう

も古
こ

例
れい

に従
したが

って調
ちょう

製
せい

されます。御装束

とは、正
しょう

殿
でん

の内外を奉
ほう

飾
しょく

する御
ご

料
りょう

の総
そう

称
しょう

で、

525種、1,085点を数えます。また、神宝とは調
ちょう

度
ど

の品々で、189種、491点あります。これらの調製

は、御造営とともに伝
でん

統
とう

工芸の優
すぐ

れた技
ぎ

術
じゅつ

を守り

伝えるという重要な意味があります。 

式年遷宮は、伊勢神宮が「常
とこ

若
わか

(いつまでもわか

わかしいこと)」             を保
たも

ち続け、永
えい

遠
えん

性
せい

を実
じつ

現
げん

する大いなる営
いとな

みでもあるのです。 

 

出
いず

雲
も

大
たい

社
しゃ

の遷宮は、およそ 60年に１度 

出雲大社（島根県）の遷宮は、およそ 60 年

に１度です。今年は、出雲大社の「平成の大遷

宮」の年にもあたり、1953（昭和 28）年以来

60年ぶりに、同じ年に遷宮を迎
むか

えました。   

3 4 
（三重県観光キャンペーン関係資

し

料
りょう

より） 
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■御
ご

用
よう

材
ざい

は繰
く

り返し使用されます。 

式
しき

年
ねん

遷
せん

宮
ぐう

では、１万本余
あま

りの 

御用材が使用されます。しかし、 

使用された御用材は、捨
す

てることなく繰り返し使用

されます。 

例えば、外
げ

宮
くう

旧
きゅう

正
しょう

殿
でん

の棟
むな

持
もち

柱
ばしら

は宇
う

治
じ

橋外側の鳥
とり

居
い

として使われ、さらに 20年後は、桑
くわ

名
な

市の七
しち

里
り

の

渡
わたし

跡
あと

にある「一の鳥居」に移
い

築
ちく

されます。 

このように式年遷宮では、限
かぎ

られた資
し

源
げん

が有
ゆう

効
こう

に

活用されており、ここにリサイクルを基
き

本
ほん

とする循
じゅん

環
かん

型システムを学ぶことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

七里の渡は伊
い

勢
せの

国
くに

の 

東入り口にあたるため、 

天
てん

明
めい

年間（1781～1789） 

に伊勢神宮の「一の鳥居」 

が建てられ、伊勢神宮の 

式年遷宮ごとに建て替
か

え 

られています。 

（教材「三重の文化」P4より） 
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式年遷宮に 

みるエコ 

一の鳥居 

た 

に 

お 

り 

た 

に 

お 

り 

た 

に 

お 

り 

＜出典：広辞苑（こうじえん）＞ 


